
ごあいさつ 
「ふるさと名取の歴史展」は今回で17回目を迎えます。以前は

市全体を対象に、時代やテーマ別の展示、速報的な発掘成果展示

などを開催してまいりましたが、昨年から、それぞれの地域に身

近にある「お宝」を見つめ直し、各地域、ひいては名取の魅力を

再発見することを目的とした数回シリーズの地域展を開催してお

ります。今回はその第２回目として、市北西部の高舘・熊野堂地

区に焦点をあてた展示になっております。 
 名取市をよく見ますと、丘陵・平野・河川・海などの多彩な土

地・環境からなっています。そしてそれぞれの地域でこれまで個

性的で特色ある歴史文化が育まれてきました。それを証明してく

れるのが各地に残されてきた遺跡や古くからの建物、伝承されて

きた芸能などの文化財です。 

今回、取り上げました高舘・熊野堂地区は、豊かな自然と熊野

三社を中心とした信仰の世界が広がる空間として、市内でも個性

的な特徴を今に伝えております。 
 身近な「お宝」をじっくりご覧いただいた上で、皆様がお持ち

の情報などございましたら、いろいろお教えいただきたいと存じ

ます。 
 なお、昨年度に発掘調査を実施しました成果の一部を、速報と

して紹介するコーナーも設けました。あわせてご覧いただければ

幸いです。 
最後になりましたが、今回の展示に関してご協力いただきまし

た関係機関、関係者の皆様に厚く感謝申し上げます。 
平成 27 年 11 月         名 取 市 教 育 委 員 会 

教育長 瀧澤 信雄 



『お宝』いっぱいの高舘
た か だ て

地区 

『お宝』いっぱいの高舘地区 

名取市の北西部にある高舘地区は西 

は豊かな自然に恵まれ、市民の水がめで 

ある樽
た る

水
み ず

ダムや市民の憩いの場である 

高舘山があります。また東には豊かな 

土地が広がり、名取の米どころの一つ 

となっています。  

この地区は歴史が古く、遺跡やお寺、

神社、伝承などが数多く残されています。

特に熊野堂
く ま の ど う

地区には東北の熊野
く ま の

信仰
し ん こ う

の中 

心として栄えた熊野
く ま の

三社
さ ん し ゃ

など、国や県、

市が指定した重要な『お宝』が豊富にあ

り、名取の文化財の宝庫ともなってい 

ます。 





道ばたの石碑（熊野堂地区）

舘山堤の近くに整備された『いこいの広場』



地名からわかる 

土地やむかしのようす 

土地の名前である地名にはその名が 

つけられた理由があり、それを調べると

土地のようすやむかしのことを知るこ 

とができます。 

地名を大きく分けると、地形や自然 

の特徴で付いたもの(谷内前
や ち ま え

、大沢、岩 

口など）、神社やお寺に関係したもの  
(宮

み や

神明
し ん め い

、飛鳥
あ す か

、五性寺
ご し ょ う じ

など)、屋敷や田 

畑に関係したもの(内舘、中在家
な か ざ い け

、五反田 

など)などがあります。 

みなさんがお住まいの地名はどんな 

理由でつけられたのでしょうか。  



地名の由来

地名の由来と高舘の地名 

どんな由来？(推測です) 該当しそうな高舘の地名(推測です) 

  地形や土地のようす  朝町  深町 真坂 大沢 中沢 谷地前 台 大原山 

  位置 場所  岩口 土手内  前沖 

  形状  樽水  窪田 

  町割り  屋敷 城館  二丁町 長六反 中在家 内舘 館山 

  動植物  鹿ノ東 鴻ノ巣 松木下 棟沢  本木   蛭田 

  自然現象  来光 

  神社、寺院  金剛寺 五性寺 薬師 宮神明 飛鳥 舞台 

  施設 伝説  宿 大門  小佐治 乗馬 

  農業、田畑  青木田 砂田 八反 五反田 北畑 長畑 八ツ口  石畑山 

  市場  三日町 

 

高舘地区の地名マップ
新地名（～丁目）の地区は旧地名にしている



くらしの舞台～自然と大地～ 

西に山地、東に平地、北に大河 

名取市の西方には高い山々(高舘
た か だ て

丘陵
き ゅ う り ょ う

) 

が南北に続いており、豊かな森になって 

います。高舘地区はその山々とそこから 

延びる丘、東にゆるやかに広がる平地か 

らなっています。また、北には名取の広 

い平野を形づくった大きな河川、名取川 

が流れており、この川が山あいでは仙台

市との境になっています。 

このように高舘地区は山や丘、平地、

川などの変化に富んだ地形からなり、名

取市内では豊かな自然に恵まれた地区 

の一つとなっています。 
 



昭和４６年頃の高舘地区

昭和４６年頃の高舘地区



南から見た今の高舘地区
（今熊野神社から）

東から見た今の高舘地区
左はしの山頂に那智神社がある。中央の住宅地は那智が丘団地



高舘山
た か だ て や ま

は自然の宝庫 

標高が 200ｍを超える名取の秀
し ゅ う

峰
ほ う

高舘 

山は名取市内だけでなく太平洋まで一 

望できるたいへん見晴らしのよいとこ 

ろです。また、森や林も自然のままの 

姿を多くとどめており、モミやウラジ 

ロガシ、コナラなどの木々、カタクリ 

などの草花などが豊かに生育しています。

また、小動物や野鳥、昆虫などのさま

ざまな生き物も生活しており、時おりカ

モシカなどの動物も訪れます。 

このほかにスギやイチョウなどの古木
こ ぼ く

 

も各所にあります。 
 



高舘山の森
（舘山堤付近）



樹齢1000年のイチョウ
（那智神社付近）

ウラジロガシ
（那智神社境内）

樹齢800年のスギ
（那智神社境内）

モミ
（那智神社付近）



カタクリの花
（那智が丘公民館提供）

時折、顔を見せるカモシカ
那智が丘公民館付近（那智が丘公民館提供）



化石からわかる大地のなりたち 

高舘山は火山活動でできた山で、噴火 

でつもった安山岩
あ ん ざ ん が ん

や玄武岩
げ ん ぶ が ん

などの火山岩

（高舘層
た か だ て そ う

）からできています。火山活動 

後半のおよそ 1,500 万年前ころには、 

高舘山のまわりが海だったことが高舘層

の上の地層(茂庭層
も に わ そ う

)にふくまれている化石 

からわかります。 

これまで貝やウニ、サメ、サンゴなど

の多くの化石とともに、海にすむホニュ

ウ類、マングローブ林にすむ貝の化石も

見つかっています。当時、高舘山のまわ

りには亜熱帯
あ ね っ た い

のような暖かく、浅い海が

広がっていたようです。 
 



化石が見つかる高舘山
（熊野堂岩口上付近）





大地に残された生活のあと 

高舘地区の山地、丘や平地には、先人 

たちがきずいたあとが遺跡として残され 

ています。これまでの調査で文字がなかっ 

た時代、文字があっても書かれなかった人 

びとの生活や活動のようすがわかってき 

ました。そのいくつかを紹介します。 
 



縄文時代の大きなムラのあと 

～今
い ま

熊野
く ま の

遺跡
い せ き

～ 

所在地:高舘川上字北台
き た だ い

・南台
み な み だ い

・鴻
こ う

ノ巣
す

 

北台と鴻ノ巣地区の高台にある宮城県 

農業・園芸総合研究所の圃場
ほ じ ょ う

、そこが今

熊野遺跡の場所です。調査の結果、縄文

時代前期（今からおよそ 6,000 年前） 

の大きなムラのあとが見つかり、生活の

ようすがよくわかる遺跡として注目を集 

めました。 

見つかったのはたて穴住居あとが７１ 

棟、貯蔵
ち ょ ぞ う

用やお墓などの大小の穴が多数 

と捨てた貝がらの層などで、そこからは 

煮炊きに使われた土器、狩りや調理など 

に使われた石器が多く出ています。 
 



今の今熊野遺跡
（北から）





縄文土器の基準の一つ、金剛寺式
こ ん ご う じ し き

 

～金剛寺
こ ん ご う じ

貝塚
か い づ か

～ 

所在地：高舘川上字金剛寺 

宮城県農業・園芸総合研究所の北側の 

丘にあり、おもに北と南斜面から縄文人 

が捨てた貝がらの層が見つかっています。

この貝塚から見つかった土器の中で縄文 

時代後期の新しい段階（今からおよそ 

3,000 年前頃）のものは、宮城県あたり

の基準資料（時期を決めるものさし）と 

なっており、金剛寺式と呼ばれています。

この金剛寺式の土器は、鉢
は ち

などの文様 

にボタンのような粘土の小さなコブがつ 

くのが大きな特徴で、瘤付
こ ぶ つ

き土器と呼ば 

れています。 



今の金剛寺貝塚
（南東から）





貝がらが散らばっている

貝層（東北歴史博物館より借用）



東北で初めて発見された方形
ほ う け い

周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

～今
い ま

熊野
く ま の

遺跡
い せ き

～ 

所在地:高舘川上字北台・南台・鴻ノ巣 

縄文時代の大きなムラが見つかった今 

熊野遺跡では、注目された大きな発見が 

もう一つありました。それは古墳時代前 

期（今からおよそ 1,700 年前頃）の方
ほ う

 

形
け い

周
し ゅ う

溝
こ う

墓
ぼ

が 10 個見つかったことです。

 方形周溝墓は古墳
こ ふ ん

よりも古くからあっ 

たお墓の形で、まわりに四角く溝を掘り、 

その土を積み上げて造られています。地 

域の有力者のお墓と考えられています。 

古墳時代には東北地方まで、このお墓 

が古墳とともに伝わってきたことが初め 

て明らかになりました。 




